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はじめに

アメリカ・プロテスタント海外伝導組H哉は、 19-1止紀半ばから束アジア全域に宣教nmを送った。

とりわけ米国南長老教会海外伝導局（TheExecutive Committee of Foreign Missions, Presbyterian 

Church, U. S.）は、 1867ij三に＋1rnIJ、1885ifに日本、 1892ij三にijVjf!.!Jf：に、宣教師を派遣し、 ミッショ

ンを jjl:J いた。米 j~Iflf?1長老教会朝鮮ミッション（TheKorea Mission of the Presbyterian Church, U.S.) 

は、 1896iドに全州と群UJlこステーションをImき、木ifli(1899年）、光州（1905年）、 Jlll'f天 (1913if)

と、立て続けに全許i~道地域で、活動の舞台を築いた。

宣教師たちは、教育を受けることのなかった女性たちのために学校を設立し、各国における近

代女性教育の形成に重要な役割を県たしたO 朝鮮においては、梨花学生：（1886i下、米国北メソジ

スト l正督教会）をはじめ、女子教育機関が次々に設立され、近代女性教育の先駆けとなった。 fjl:

合後、立教nmは朝鮮総督府のfljlJi浪を受けながらも、とりわけ女子教育や高等教育において｜守党ま
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しい）或呆をJ二げた。例えば、 1935-11三）支、男子中等学校におけるミッションスクールの生徒は2,345

人で、全体 Cr：：公私立）の36.9%であるに対し、女子中等学校の場合、全体生徒の65.4%にあた

る2,459人がミッションスクールで学んだ。専1111学校では全体在籍者の2,150人のうち、 1,289人

(60.0%）がキリスト教系専門学校生であった lo

ijfi'f;I主！で、は、各教派の教会史や在i；り］宣教師の生涯史が主に研究されており、各教派はどのような

認論や方針に基づいて、東アジア各国や地域にミッションをi鳴き、宣教師たちはどのような立場

や認識から、教育事業をはじめとする様々な宣教活動をそれぞれの宣教地で行ったかについては、

未だに検討が遅れている〉在朝宣教師の教育事業についても研究が立ち遅れ、各学校の校史の

なかでj及われるか、朝鮮近代教育史の－－fl!IJffffまたは宣教師のl幅広しk活動の一事例として言及され

ることが多く、各教派ミ y ション組織や宣教師が作成した資料を rn し 1 た、全WIT!'1~'Yミ託研究は少な

し＼ 0 

米国市長老教会朝鮮ミッションによる教育事業に関する1i}f究状況も同様である。 1893ij：：の伝導

地域分割協定により地方の全羅道地j或が宣教地となったi司教派は、ソウルと平壌にステーション

を！日；：1¥_, 、た米国北長老教会および米国北メソジスト監督教会に比べ、宣教組織の規模が小さく、教

育事業の立ちj二げも遅れ、また、男女高等教育機関を設立しなかった関係で、他教派以上に、注

目を受けてこなかった。2000年代に入って、！司教派の宣教師や教会史はi明らかにされつつあるが＼

教育事業、特に女子教育事業は断片的にしか検討されておらず＼初歩的状況にあると言わざるを

えない。

一方、日本におけるアメリカ・プロテスタント宣教師研究は、各教派の宣教組織研究、教会史

研究、宣教師の生涯や忠想研究、アメリカにおける海外婦人宣教組織の歴史や婦人宣教［；雨の意識

研究等が展開されている。しかし、各教派日本ミッションおよび来日宣教nmの研究が中心になっ

ている。宣教師iキ！日誌はアジアゴY或にj処点をJ寺つ巨大体flj/jであり＼国家・地J或・氏肢をj担えて人々

を動かす機能を来たしていたが、その点は、 El斡ドlljl主！の宣教l’ilJi1iJF究のlわであまり l列らかにされて

いなし」また、 El本においても、韓国と同様、米ml北長老教会や米国北メソジスト蛇管教会の研

究が多く、米国市長老教会El本ミッションにi均する研究はj／：ち遅れている二在日宣教師の教育

について言えば、各教派全般の教育事業よりは、校史や宣教ffiliの1t?Wに重点l；を世いた研究の

方が多い。

こうした！；母国と日本におけるアメリカ・プロテスタント宣教!'llli1i)f’先の）見状を『；！？まえ、 ElI；車両国

で、比較的に研究が遅れている米国市長老教会による教育卒業、とりわけ朝鮮ミッションの女子教

を分析する。それによって、＠I・ 地域を超えて展開された宣教nwたちの久ー子教育卒業の‘

端を少しでも明らかにすることができると考えるG IJiJ数派は、 H本では女子高等教育を実施した

が、朝鮮では独自の女子高等教育機関を建てず、！；り］f.(i.'(:ミッションの女学校をIHた卒業生の一部を

El本ミッションの女子高等教育機関に送り、続けて…i：級教育を受けさせた。
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本稿では、まず第l章で、米国南長老教会朝鮮ミッションの教育政策について述べる。初中

教育と高等教育に関する基本方針について、同教派海外伝道局が刊行していた雑誌、 i司教派朝鮮

ミッションの報告書や議事録等を用いて検討する。また、朝鮮人の高等教育を重要視しなかった

i司教派の立場については、 f也教派在M宣教nHiおよび在日宣教師によって実施された高等教育に対

する検討を加えながら分析する。第2章では、女子教育に関する婦人宣教nmの認識の｛也、同ミッ

ションによって行われた女子教育の実態を検討する。スピア女学校を例として女子生徒の家庭環

境や宗教など、ミッション教育を受ける人たちの特徴の他、彼女たちの卒業後の進路について分

析する。特に、同教派El本ミッション金城女学校（ l二級諜税）へスピア女学校卒業生が進学した

その実態を 1it~ に、 i司教派によって地域を越えて展開された女子教育事業のー断面を検討する。最

後に、同ミッションの判ヰ；i：参:J¥JldJ題への対応について取り i二げ＼ミッション女子教育の多面i的な

あり方を見てみる。

第1章 米留南長老教会朝鮮ミッションの教育政策

第1節初中等教育政策

同ミッションは、最初にステーションをljJ'Jし、て5年が経った1901年に全州に男子学校（初等課

程）を設立し、教育事業を始めた。学校設立の背景について、 1901年度全州ステーション報告で、

次の 2点がとり上げられた。すなわち、 企に、教会に出てくる子どもの精力11により、彼らをクリ

スチャン教nmやリーダーとして養成しなければならないという認議にいたった点。二に、教会員

の全体数がI訴え、学校！？日設が強い要求になってきただけでなく、 に教育を受けなければ年齢

！？せに教育の機会を得られない人々が多いという点。

！可ミッションは、 1903年度年次会議で、学校開設の日的はキリスト教信徒の子どもの教育の

ためであると切らかにした：つまり、宣教訓たちは、地域住民のための将蒙事業として学校教

育を始めたわけではなかったが、非信徒の子弟の入学も許可され、ミッションスクールは地域の

私立学校としてその役割を来たしていった。最初の学校が開設された翌年、 1902年には全州に

女子学校も新設され、後に群UJ(1904年）、木？HJ(1904 :iiミ）、光州 (1908:¥j三）、 Jlll'i天（1913'.if）に

男女ミッションスクールがそれぞれ設立された。

l1iJミッションは、 1907年からは1:1:1等教育の実施に踏み切り、全ナト！に男女1:j:1等学校を l校ずつ

おき、他ステーションの初等学校の卒業者は、ゴサ，.，のミ yション111等学校に進学するようにした。

同年、初 ~ij': r\~~:Hi~ と，，ベ~＇； i~；別：＇J\の学科も定まった。初等課税は ~）＇l 者、朝鮮話、 j英文を中心とし、！こj:11手

i市内！日こは烈書、救出書、 1リj鮮史、！日：界史、数学、自然科学、 j英文、作文、；子楽、 ~kw1：が設けられたっ

1910'.ifの平和主i併合後、同ミッションは、字文字｛flJIJI支の柱。iiiに才i今子し、 1914:¥j：）支ミッション年次

、児子，，i等学校2校（｛洋山と光州）と交子111等学校21交（光州とゴリl・I）をおき、他ステー

-124-
( 5 ) 



ションの学校は、補助！？ヲな仁1=1等教育機関にするか初等学校にとどめる方針を決議し、採択され

た。 1912年から、当局の認可を得られるミッションスクール統一学科課程の取り決めにかかわり、

1913年にはすべてのステーション学校に日本語教育を担当する El本人クリスチャン教師を雇用

する方針を採択し日本語教育に積極的に乗り出すなど、 1::1本統治に歩調を合わせる教育事業を

抗進しようとした。その一方で、教義教育に片寄ることを懸念し、生活に必要な技Wiの習何二や、

l~I 己扶助・ l~I 立のための実科教育を重姿視した。

同ミッションは、 El本の武断統治や朝鮮人に対ーする差別には抗議したが、宗教！＇ 1<.Jでかつ体制JI反

応的な教育を志向した。このような立場は、各教i!K宣教ni¥iの基本iねな姿勢でもあった。つまり 20

世紀初、日本の朝鮮支配が！？？らかになるにつれ、教会や教会員の抗日運動も気勢を高めたが、各

宣教組織の連合指導部は、信仰第一主義にもとづき、政治運動は非キリスト教的であり、宣教師

は政治的に1:j:1立を維持すべきだとする立j坊をとった〉また、！？！本による近代化が朝鮮民衆のた

めになり、宣教師の伝道活動にも有益であると見なした。しかしその｝ブ7で、「i；羽鮮はEl本統治

ドで、 201丘紀の文明を受け入れ、もはや私たちの助けを必要としないのではないだろうか。普

通学校が全国に数百校も建てられている。商業学校や農業学校も全国のあちこちに建てられてい

る。東京の大学で、は500人の朝鮮入学生が、法律、医学などを学んでいる。したがって、私たち

の労働や折りのあ1!1~＂1\1 として建てられた病院や学校を続けて しでも、今後、朝鮮人から必要と

されるだろうかJ!Oと問いかけているように、宣教師は、 El本主導による学校や社会施設の発達が、

結局、 ミyションスクールの役割を縮ノトさせ、朝鮮民衆に対ーする彼らの影響力も弱化するのでは

ないかとfι機！¥fもJ包いて（.，＼た。

！日jミッションは、 ijUj鮮総督府との摩擦を忌避し、友好関係を保ちつづけていたがII＇私立学校

政策に対しては強く反指した。 1915年、改正私立学校規則により、宗教教育が危機にさらされた

際、 jffjミッションは、学科課程以外の科目とし を教える方案を採択せず、教育事業から撒

退する方針をとった。それは、同年、同教i!KFl本ミッションがとった｜共j述方針に比べて、信仰に

かかわるより似理主義的な立場であり、 i；リjffH：人から教育の機会を剥奪する恐れがあった。 i司教派

I i本ミッション金城女学校（1889年開設）は、正規学科としての聖書科医を放棄せず、各被学校

としてItんじてきたが、 1915年、宗教教育の見i直しに踏み込み、指定学校（卒業者は公立学校卒

業者と同等の学力が有すると認められる）となったりその反面、 JI司教派i；り1鮮ミッションは、学校

閉鎖という最強磁の方針をとったわけであった。結）言、 1920年までしか猫予知jl/,¥Jを得られなかっ

たIii［［犬ステーションの引女学校はIU'.J校となったが、 1920年の改正により宗教教育のililJl促が緩和

され、向学校も 1921ifにT1T-1m設され、他学校の1u:Jil'lは免れた。

1920 年代に入って｜司ミッションは、公教育に対応してよ！：き伐るために、教育改：.＇ 1h：に来り 11Uしたo

!i1Jミソションは、各杭学校のままでは、卒業生の上級学校への進学などに障害がでてしまい、生

徒ばなれが起こりかねず、ひいてクリスチャンリーダーの養成に l主19'iWが~t じると懸念したり 1923

( 6 ) 
-123 



年度のミッション年次会議では、指定を受ける男子 1:j:1i~c；学校（全ナ！？）と女子 1:1:1 等学校（光州）を

それぞれl校ずつ置き、他ステーション学校は指定学校ではない2年課程の1:j:1等学校にとどめる

ことになった。こうした教育的課題について、 fミッションスクールが指定を受けなければ、ク

リスチャン家庭出身の優秀な生徒たちは、ミッションスクールには進学せず、公立学校に進学し、

結局、クリスチャンリーダーを育てられなくなるのではないかと、私たちは危機感を抱いている。

各 IHJ村の朝鮮人に接することのできる人は、宣教師ではなく初鮮人だから、！J羽~（1.＇（：人リーダーを失

うことで、学校運営における大きな問題を感じているj！：！という。

教育改革の背景には、 lj珂鮮に波及している非キリスト教！＇ l'Jな西洋思想（社会主義など）や、キ

リスト教と相反する国家主義教育への憂慮もあった。「村々に合理主義やボルシェピキの文学が

祇れ、教育施設も物質主義的な異教徒の政府が作った公立学校ばかりが増えていく今El、私たち

の緊急の義務はミッションスクールを紋うことであり、施設を整備して、男女クリスチャン生徒

がこの学校で学ぶことに魅力を感じることができる学校になるように充実させることであるjl:l 

という認識が示されたように、施設などの教育環境を充実させ、より一層教育に力を入れること

によって、 ミッションスクールの存続価値を高めていこうとした。

こうした向ミッションによる初1=J:i等学校は、教会指導者をはじめとする朝鮮人人材の養成に貢

献するなど、名実ともに有力な地域の私立学校となった。 1935年現在には、同ミッションが直接

的に経営する初i=1=1等学校や、同ミッションの支援を受け、教会が運営する初等レベルの学校に在

籍する見交生徒数は8064 人に主った 1·10 しかし、教育 l~I J'l<.Jをめぐって、地域の靭］fi｛（：人（教会指導者、

住民、学父凡など）と宣教師の認識が必ずしも一致しておらず、そのず、れや葛藤があらわになる

のは、 1930年代に入って したや11社参拝問題で、ある。 i司ミッションは、ネJj1tJ：参拝に対し強磁

な立場で一貫してiE否し、結局、 1937年には、すべてのミッションスクールを閉鎖し、教育

業から撤退することになるが、この11¥J題に関しては、次辛で、取り上げ、る。

第2節高等教育政策

i可ミッションは、 1901 年に全ナ1·1 に最初に学校を l~FJf没してから 20年以上をかけて、初仁1~1 等学校

の；IJIJJ支を準備してきたが、独自の高等教育機関は設置しなかった。なぜ、 f也教派朝鮮ミッション

とJ'iSなって、高等教育を実施しなかったのか、その経枠と政策i'l<.iiLJ劫について見てみる。

1906年頃、｜司教派宣教！＇： Hiの」音ISは、朝鮮でのカレッジ設立は必要としないという意見を去し

た！〉。しかし、 1909年、教派合同のユニオンカレッジ、目立立案が在朝宣教！＇： iiiの！日］で、議論を巻き起こ

したが、向ミッションは、 l校のカレッジをエド壌にi没立する術恕（こ賛i訂した。半j：余1!!1tJrを経て、

1915 iJミに平肢とソウルにユニオンカレッジがそれぞれ建てられたが、！It]ミッションは平壊カレッ

ジのみに協力していく方針を決めた口同ミッションは、「特別な能力のある1J_i1lのJJ)j介、指導者

や教r:mになるための適切でより高し1教育を与えるにしても、 1交の初lf.1｝人教育は、宗教［！な、基｛淀
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1'1台、実科 iねな l~l 的を持って行う j l<iという方針のドで、大学教育までの完結した独自の教育制度

を作らなかった。

女子カレッジに関しては、 1922年、同ミッションの年次会議で初めて検討され、「一、朝鮮に

女子カレッジが設立されることを歓迎し、尚11つ長老派友子カレッジを期待する。二、その場

所として大山を推薦するJ17という決議にいたった。したがって、後述するが、米国北メソジス

ト監督教会の梨花学堂が中心となるユニオン女子カレッジの設立案には協力しないことにした。

1925 年同月、光ナl·I で l~l;J かれた召集会議で、長老派女子カレッジの設立問題が提議され、 1926 王I ミ

！支のミツシヨンij三次会i；義で、手

）支のijミ次会議で、、長老派女子カレッジの設立に尽力している北長老教会に協力するという意見に

まとまった。しかし何年、長老派ミッション協議会（TheCouncil of Presbyterian Missions）の年

次会議で、女子カレッジの設立はi主i難であることが時認され、その案は延期されることになった。

1930年、平壌ユニオンカレッジ（崇実専門学校）女子部が開設された際、同ミッションは、抱え

ている教育Iii日選（認1]J!Ill；琶など）、！！十政や人力の不足を翌日i主とし、協力しない方針を立てた。結

局、 i可ミッションは女子高等教育を実施せず、後述するように、 i司教派 j=］本ミッションの金城女

学校（金域高等女学校や金城女子専門学校）へ卒業生を進学させる道をとった。

しかし、 i初鮮女子ミッションスクールから日本女子ミッションスクールへという留学現象は、

i司教派朝鮮ミッションと日本ミッションの11¥Jだけに起こっていたわけではなく、多様な教派のEl

本女子ミッションスクールには、 i；リ1）.~i.'f：入学生をはじめ東アジアからの学生が多く学んだ。言うな

らば、日本のミッションスクールは、東アジア各地域からの留学生を教育する拠点になっていた。

そこには、日本のミッションスクールは、日本近代教育の急速な発達につれ、公教育と競争しう

る体HilJ整備の必要に迫られ、東アジアの他地域のミッションスクールに比べ早い時期から発展を

成し遂げたという任史的背景がある。

II本におけるミッション組織による女子高等教育は、 1880年代から構想され、在日婦人宣教

i':Jliたちは女子力レッジの設1にll1Jけ着実に勤し1たiS0 日本キリスト教主義教育委員会（Comm1ss1on 

on Christian Education in Japan）によると、 1932年、！日等女学校以 i二の i：級課税を設けているミッ

ションスクール（各種学校を合む）は、 El本全i主lに23校も存在した 1<10 また、 1940年度 f高等諸

学校ー覧Jによれば、日本における女子高等教育機関は、官公立系6校、一般私立系32校、専門

学校令によるミ yション系10校である。しかし、各種学校を含めば、ミッション系友子高等教

育機関は、全体の35%以上を r1:Jめる。

その反II’1i、初JN（：におけるミッション組織による女子高等教育はj!fれをとった。 1910:1！：＿、梨花

学：：；tのフライ（L.E. Frey）校長により、 kfカレッジi；支五硝恕が打ち/111されるまで、女子力レッ

ジ設〈／：へのJfJJきは全然えられなかった。その女子力レッジの構想も｛Ei:UJ宣教!':Iiiやi；抑制：人il!IJから大

いに）正対令された。 しかし、去りとそ；~＇.・1;;,: 
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へと整備し、女子高等教育機関への新しい転機を作った。 1922年頃には、米国北メソジスト監督

教会の宣教nmがl=/:i心となり、梨花学堂の大学科を拡充し、教派合同の女子カレッジを設立する構

想が明らかにされた。しかし、上で、言及したように、長老派の協力を得られないことがi汚らかに

なり、東京女子大学のようなユニオン女子カレッジの夢は挫折したが、 1925年には、；専門学校規

則による梨花女子専門学校（UnionChristian College for Womenまたは ChosenWomen’s College) 

が設立された。日本と 1:j:11Jijに比べ、公立女子高等教育機関がまったく存在しなかった朝鮮におい

ては、キリスト教宣教師による女子高等教育もかなり遅れていて、 El本のミッションスクールに

朝鮮入学生が送られていたのであるヘ

ところで、在朝ミッション組織において、！；り］鮮には高等教育機関を大いに発達させず、そのか

わりに、必要な朝鮮人人材の一部は、 El本のミッションスクールにおいて養成するという、植民

地本国と植民地の1111のある磁のピラミッド！？ヲな教育構造が構想されていただろうか。まず、米｜富

市長老教会朝鮮ミッションの例を考えてみよう。 i可ミッションは、基本的に普通教育と実科教育

の重視という立場を持った。男子の人材養成は、米国北長老教会が1:j:1心的な役割を果たしている

王子壌ユニオンカレッジに頼る一方、女子に高等教育の機会を与えることにはさほとと意欲的で、はな

かっ f:_o このような宣教師の意識は、同教派海外伝道）誌の政策（女子高等教育機関をアジアにお

いては日本にのみ設玄し、朝鮮および中国には設注しなかった）と何らか関係するものなのか。

確実なことはわからないが、それに関述してーつ1i'M訟で、きるのは、｜司教派海外伝送局は、「東洋

の弱者である日本が束アジアにおける三つの宣教地において最も重姿である」という認識を持っ

ていた点で、ある】Io

宣教地における高等教育の実施問題に関連して、 j也j或別に異なる構想があったことは、次の例

からも1i'{ji訟できる。 1910年、イギリスのエデインパラで閃かれたllt界宣教師会議の際、その経

科：は分からないが、朝鮮の教育に関する協議は行われなかった。後、本会議の教育委員会は、ジョ

ンス牧f:i!i(Rev. G. H. Jones、米国北メソジスト監督教会）により提出された朝鮮の教育に関する

意見書を検討して修正を加え、会議幸lif=1-書のi：付録に参考資料として添付した。それによれば＼在

i初宣教 f:Hi の IIりでは、日本支配下で等I~~視されている朝鮮人高等教育を、宣教 r:Iliの担うべき教育事

業として積極的に受け入れ、近いうちにユニオンカレッジi校を設立すべきとする意見と、現段

i市ではその案を留保し、学生を日本に送り大学教育を受けさせることが賢明だとする意見が混在

していた一。つまり朝鮮においては、朝鮮人の高等教育のためにユニオンカレッジを設立すべき

とする怠見が｛憂勢で、あったが、植民地本!JI!である日本の教育機関を利mすべきとの意見もかなり

あった。結局、ユニオンカレッジを 2校設立する案に決~（［がついたが、まったく lf1']I時期！のil本では、

より大きな構想に宣教師たちは心玄かれていた。それは、 1910年の！止界宣教師会議後、 IIオミ f

キリスト教：iミ義総イ了大＇1！：を、 しかもそれを京アジア全J-DJ(の人材を育成する）紅アジア大学という｛立

法付けでi没在しようとする動きであった。
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クリスチャン総合大学設立振興委員会（ChristianUniversity Promoting Committee）の1914

年の会議では、大学名を東アジア大学（TheEast Asia University）にしようという意見で会

場の雰囲気が盛り上がった。なぜなら、当時、日本では数千人の中国人と朝鮮人の留学生が

いたこともあって、この新しいクリスチャン大学は日本のみならず、東アジア全域で、大きな

役割を来たせると信じたからである0 ・・・・・・1917年度、 ミッション連合協議会では、その問、

総合大学設立運動が若干沈滞し、成果をあげられなかったことが指摘された。なお、各ミッ

ションの本i主liJij：外伝道局が協力して委員会を組織し、大学設立を推進していくことが決議さ

れた。また、ミッション述合協議会では、日本でクリスチャン運動が成功するためには、最

高レベルのクリスチャン大学が不可欠であり、しかも至急に設立されなければならないとい

う時認がなされた。また協議会では、クリスチャン大学を設立することは、日本だけではな

く、極東の福音化のためにも戦略的に重要であるという認識で一致したβ。

ここで注目したい点は、 El本中心の束アジア新秩序下において、在日宣教師は日本を極東の福

音化のif攻略基地として位置付け、中国、朝鮮など各国から多くの留学生か集まってくる日本（東

京）にクリスチャン総合大学を設立することを戦略的な重要事案と捉えていた点で、ある。このよ

うな認識は、以前にも在日宣教師によって示されたことがあった。「この学生（在日 1:11国人留学

の将来にもつ影響力は測りきれなし＇ o 彼らはi=j:i＠］の全国から集まってくる。数千人の

彼らは教nmになり、教授になってヰ1rn1の村々に帰るだろう。少なからぬ人が出家的影響力を持つ

人物になるだろう。日本とインドでの経！投から分かるように、官公立大学の学生はクリスチャン

陣営が戦略的に重要視する対象である。彼らのlゃから医！の将来のリーダーが養成されるからであ

る。しかし、現在、仁j::i国の官公立大学においては、クリスチャンの影響が及んでいなし＇ o したがっ

て、東京こそがこの閉ざされた門を開く鍵を握っているのだJ"Iと。

安するに、在日宣教師のII¥］で構想された東アジア大学設立案から見えてくるのは、在日宣教nw

ひいては彼らの本国のミッション組織にとって、日本は束アジア各国の将来のリーダーたちに1li~

を及ぼすことのできる絶好の場所であり、 i=I本のクリスチャン高等教育機関は、そのような人

物を養成する般企だったという点だ。東アジア大学術恕は実現を見なかったとはいえ、在日

r:niおよび本＠Iのミッション組織が持った；認識の重要なム！凶を矢口ることができる。

｝）、i二のような宣教師のEl本；i.i!,;iillは、教育事業に何らかの形で反映されていたと忠われる。 1938

年度、 H本にはミッション系男女カレッジが2H交（中等教育機関441交）、 1j:1国には 141交（1:j:1等

教育機関255i交）、朝鮮には2校（rj:i等教育機関371交）であったように句、！こi本においては高等教

育lj1心の、 tl1l~~l と i；りj鮮においては初 1¥:1等教Tl1:j:1心の教育事業が進められた。それは、日本の高等

教育機関をJ1'j点とするl'ill氏地1lVJff.i.'f：のピラミッド (i{J な教育構造と符合する H~ となっ f:..o

もちろん、各宣教地の立教l':l!i－－・人ひとり、そして、女子教育を担っていた婦人宣教f:ili一人ひと

りのri{!,;1訟はどうであり、どのように行動に移したか、今のところ分からなし」例えば、在I］宣教
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nwは在ijUj宣教f:i!iにむけ、朝鮮に高等教育を充実させるより、［j本ミッションの高等教育機関を利

用するよう働きかけ、日本におけるクリスチャン束アジア大学設－＿；.＿＇L案の実現にむけより拍車をか

けようとしていたかどうか。それに対し、在朝宣教師はどうような立場をとったのか。反対だっ

たのか、いずれは初鮮にも高等教育を充実させるにしても当面は日本重視案に首宵したのか。す

でに宣教仰によりアメリカへ朝鮮人官学生が少数で、ありながらも送られていたように、必要な人

材をアメリカでi直接的に養成する考えにより積磁的だったのか、検討されなけれは、ならなしh た

だし、日本は、朝鮮からアメリカよりはるかに近く、朝鮮人は植氏地統治下、日本認をある程度

習得しているので、宣教師側もアメリカより日本に官学生を送ることが、より容易で経済的であっ

たと忠われる。房長にミッション女子教育は、アメリカ女性を育てる教育ではなく、東洋の美徳や

婦徳を兼備したクリスチャン女性を養成する教育でなければならないと強調されたように、婦人

宣教師の行き）吊し1た指導のもと、東洋の婦人を教育する進んだ日本のミッションスクールは、他

地域からの女性たちを育てる優れた教育の場として見なされたと忠われる。

第2章 米国南長老教会朝鮮ミッションの女子教育

第1節 婦人宣教師の女子教膏に関する認識

ここでは、婦人宣教師による をJFJl）て、婦人宣教師たちは、女子教育についてどの

ような認識を持っていたかを検討する。 1910年の世界宣教師会議の際に、 ミッションの教育

業は、教派や地域を問わず共通して男女クリスチャンリーダーの養成や、クリスチャンホームの

形成にその目的があると確認された通り、女子教育に関する在朝婦人宣教r＠の認識に教派的な速

いがさほどないと考えるので、ここでは、在朝婦人宣教師の認識を総合的に取り上げる。

朝鮮におけるミッション組織は、宣教開始の当時から婦人伝道や女子教育の重要性につい

て雄副たる認識を持った。例えば、在朝長老派宣教fiiliの年次会議（TheAnnual Meeting of the 

Presbyterian Missionaries in Korea）は、 1893年にはじめて行われ、宣教政策が審議されたが、そ

こで「朝鮮婦人に対ーする伝道や、キリスト教信徒である女性の教育に留意すべきである。なぜな

らば＼家庭の主婦は子どもの養育・教育に重大な影響を与えるからであるJ:!<iという決議が採択

された。

婦人伝道や女子教育は主に婦人宣教nmによって行われたが、とりわけ本j:iqで女子高等教育を受

けたお学医者が多く、救出Ii経験者も少なくなし」未婚の婦人宣教師の他、男子宣教師の去として

却山UJ！＇！ヤな宣教活動を行う婦人宣教 nmもかなりいたり

~，~f} 人宣教nwは、初鮮で女子教育事業を行う l二l (l~ として、 i；り］鮮家庭7の改善、女性の地位向上を挙

げた。婦人宣教師は、朝鮮久性の家庭内地位が低く、育？とや子どもの教育に ll~J起が多く、衛生の

而など家事にも改善されるべき／~7J°'ILi慰みで、それに神をi:j-1心に結束したlit］紫・和気あいあいと
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した家族関係が欠けているとみた。女子教育を実施することによって、このような朝鮮家庭にク

リスチャン文明の灯りを点さなければならないと認識した。

例えば、ワグナー (E.Wagner、教派不明）は、「宣教師はk性たちに、より広く、より幸福で、

より有mな人生への希望をもたらした。 f国家の宗教的かっ文化的な生命力は家庭から生まれ、
家庭の様々な営みは、そこに暮らしているた佐によって左右されるものだという認識から教育は

出発するjという自覚を持って宣教！被jは教育に携わっているJ凶と言い、女子教育は、 111家・社

会における家庭の重要性、家庭における女性の重要性（女性の家庭性）から要求されるという。

このように女子教育にかける婦人宣教nmの忠し1は、女性の役郊にi認する認識によった。当時の

多くのアメリカ人婦人宣教師は、 19世紀半ばから始まった女子高等教育を受けており、当時の

先端の新しいジェンダー意識（女性は一家の家政責任者であり、子どもの教育者であり、夫のj百！

な助力者で、ある。それに家庭を超え地域のために働くことのできる存在である）を持った。

このような婦人宣教師のジェンダ一意識について、マックチェン（J.H. McCutchen、教派不明）

は、次のように表した。「朝鮮においてかつての女性の領J或は何だったか。家事を行い、子ども

の食べ物や衣服をこしらえ、主人に仕え、 ~i1iの！奴殺になり、祭]]Iピを準備することだった。いかに

制限され、愛や自1=!:1が欠けていることか。しかし、古いものは去っていき、クリスチャン文明の

到来によって、女性は惨めで恐怖に満ちた人生から抜け出し、愛や 1~11J1 の II上界に移りつつある。

女性の真の領域は何ぞや。夫の配偶者であり助力者である。主婦で、あり、子どもを訓練し教える

母である。それだけではなしh 自分の欲求を大事にし、真の！詩人になり、教会や地域での役割を

も来たすべき存在である」七また、アメリカ市長老教会M鮮ミッションのドゥピイ（L.Dupuy、

Jr!互天ステーション女学校教師）は、「私は1;u1mx0の慣習が計二す絞りにおいて、女子が教育を終え、

l~I 分たちの村に帰って、そこの教会初等学校で子どもを教えるようになることと、 i孜！美なクリス

チャン主婦になり、尊敬される有能な妻や母親になれることをWJ待しているJ:mと述べた。

このように婦人宣教師は、女子生徒が初1+i等教育を終了し、 ii似1！日にもどり、ネ11f始前には村の子

どもを教えるなど、学んだものを村で普及させること、そして結婚後には、教育のある安や／±）：と

して、改善された朝鮮主婦として、クリスチャンホームを築くとともに、地域の教会において火

性の！日］のリーダーとなることを期待した。要するに家庭や地域における新しい女性を育てようと

したc iどの嫁としてただ従）！JNに家事を行う伝統社会の女性とは異なり、家事、家庭経済、育児－

教育、家族関係など、家庭のすべてを主導する有能な主婦（クリスチャンホームの形成者）、さ

らに地域のk性たちのリーダ一、いわゆる「地域の主婦」を育てようとしたのだ。

そのために、婦人宣教 fiili たちは、学科課程の他、実科教7守や音楽教育を：主要視し、また、 ~j:_従

たちがFlll在学校の教師として働くよう奨励したり、様々な宗教的な行事も生徒が主導するよう教

えたりした。もとより、安や学校で共に生活する婦人宣教nmの態度・挙動、言葉や話し方、；＇ ti1可

様式、思考様式なども←汗if(の教育l人j容となり、交子学生に大きな影響を与えていたに追いない。
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婦人宣教nmは人並みならぬ使命感の持ち主であったが、そこには異教徒の宣教という宗教的情

熱はもとより、アメリカ女性が受ける教育を遅れた他地域の女性も受けなければならないという、

いわゆる Ill：界におけるアメリカ女性の使命という意識も大きかった：no 例えば、スピア女学校初

代校長グラハムは、「もちろん、疲れている持や忙しい持、私たちは彼ら（宣教nmの自宅に見物

に押しかけて来る朝鮮人訪lllJ 客一筆者）に w1~立ちを感じますが、私たちは彼らを支配するためで

はなく、導くためにここに来ているということをいつも忠い出さなくてはなりません。これは大

きな機会です。私たちは、私たちの本当の感情を抑えて、笑顔で、 に、彼らにイエスの愛に

ついて語り、教会へ招かなければなりません。これは時間のかかる仕事で、すJl:！と語った。また、

スピア友学校校長として復帰したマックイン（A.McQueen）は、「3年半のアメリカでの長い休

暇を終え、在、は！jijJ鮮の土地に再び戻りました。最近の一連の事件 0919jjミに起った3・1独立運

動の際に教会や教会員が受けた弾圧事件｝筆者）を開いて、到着の喜びは半ば悲しみになってし

まいました。－－－－－－私は復帰が許されたことを喜んでいます。在、は朝鮮人に対するかつての愛をま

だそのまま持っていることに気づきました。朝鮮人がいかに明るくて、感謝の気持ちのある人で

あるかを以前よりもっと白党しております。彼らはいつも泌れる暖かい歓迎で、宣教師を迎えてく

れるのです。..・・・・家庭訪問をした後、宣教師たちは私にこう言うのです。 f女学生と彼女らの家

！丘はいつもn奇思のなかの一条の灯りですjと。そうなのです。この仕事は確かに11lli11誌があります。

私は再びこの仕事に戻ったことを喜んでいますJTlと述べた。

婦人宣教nmの意識・行動は、彼女たちを生んだ19世紀半ば以来のアメリカ婦人忠想界（女性

の役割や社会活動についての）や女子教育運動を反映しておりへその意味で、朝鮮女性は、婦

人＇rh：救fliliを通して当時のアメリカk性運動の影響を受けていたと言えよう。

J,j、j二、女子教育にかかわる婦人宣教師の認識を検討した。彼女らの意識をあらわす資料は限ら

れており、そのうえ、教育日襟や使命感などの宣教nmとしての存在意識や信念は比較的に表明さ

れやすいが、 1JヲT!Jiの!Ji)Jき、心情、さまざまな葛藤は記録に残されにくい点があるので、彼女たち

の；認識の断片ーをみることしかできなかった。次節では、同ミッションのスピア交学校を例にし、

k子生徒らは設で、ミッションスクールの教育をととのように受け入れ、卒業後の進路はどうであっ

たかを検討する口

第2節 スピア女学校と生徒

スピ7k学校は1908'{Fに開設されたが、その；｜犬j兄について、 1910iドに2代1=1校長に就任したマッ

クインは、次のように記した。「1908年春、ベル夫妻 (Dr.& Mrs. Bell）とグラハム（芯 Graham)

は、光州で、クリスチャンになった人の娘たちが読み当：きや算数、盟主；を学べるよう、何かしな

ければならないと考えた。これは、いつも男子教育のみを考えた朝鮮人にはかつてなかった革新

［！なな話であった口キリスト教が初鮮に入るまで、初鮮人はk''l：校の必要性を認識していなかった

ハh
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のだ。学校は4人で始まったが、しばらくして12人が集まって勉強した。宣教師の自宅の朝鮮式

部屋で、彼女らは床に座って、東洋の習慣通り、戸を大きくあげて勉強した。宣教！＇： iiiがrn）屋に入っ

たら彼女らの戸は急に小さくなり、アメリカの生徒みたいに静かに勉強を始めたj:;c,と。スピア

女学校は、他のミッション女学校と同様、男尊女卑という忠清を打似して女子にも教育の機会を

与えるという宣教師の；志向によって、最初jは少人数の私塾のような素朴なJi~で開設された。

しかし、スピア女学校の開設にあたっては、宣教nmi!!IJの認識はもとより、キリスト教を受け入

れた朝鮮入額ljも女子教育の必要性に目覚め、それを望んでいたことも指摘に佑する。「1911:1JIJ、

光州ステーションに、二人の小さな女の子が毎日宣教nmの家のnmj立をうろうろしていた。そのわ

けを1111くと、こんな話であった。彼女たちの父はクリスチャンであり、ド11］税たちは女の子にも教

育を施すべきであるということに気づき、自分の~Jミがそのような，恩恵を受けられることを願って

いた口当時の光州では女の子のための学校はなかった。宣教nwの言語WJ子ーにII寺1111の；；午す範EJJ:lで女

の子を教えてもらうことにしたj仰と、初代校長グラハムにより報去されているように、女子教

育を必要とする声は、教会員の！こiiからもあがっており、朝鮮人if!IJの希望もスピア女学校の1m校の

はずみになったのだ。

l~lJ i没以来のスピア女学校校長は、グラハム (1908～ 1909）、マックイン（191 0～ 1915, 1919 

～ 1923）、オーウェン（C.C. Owen 1915～ 1918）、マーティン（M.Martin 1923～ 1925）、カミ

ング牧師（Rev.D. J. Cumming, 1926～ 1929）、ルート（FRoot, 1930～ 1937）で、ほとんど未婚

の婦人宣教師が教育に携わった。

スピア女学校は、光州女子高等普通学校が1927年に設一立されるまで、全試C1有道地域における

女子＋1等教育の r:j1心的な機関であった：l70 この点で、宣教師をはじめ、地j或住民や生徒たちの学

校への思いは格別であった。次のようなマックイン校長の報告ーから分かるように、住民や生徒の

教育熱は高く、「スビア教育Jをブランドのように慣れた。

( 14) 

今の寮では30人が生活できるが、いずれ部屋が不足するだろう。朝鮮の火性は、私たち

がもう部｝室がないと、いくら1li:);11しておいても、何の予告もなしで、荷物をもって、私のT)lj

に現れる。 iI iを越え、泣いところから歩いて、疲れ果ててたずねて米た彼kらを帰すのは難

しし～女性の惨めな人生において、クリスチャン学校でたとえ何ヵ月間だけでも過ごせるこ

との持つ意味を私たちはよく矢IIっているのそれで、 30人の京であるが、私たちは45人をll:x.

詳しているつ ・・・・ステーションは、古1)1手：が不)j：しているなら、ゲI~字文従の妓はとらないように

と言っているつある日、ムーの一子が尋ねてきた。部屋がもうないと、きっぱりと断り、そのjと

と保護者は帰った。しかし、数日間の旅行から戻ったら、その女の子がひそかに学校にいた。

いつものように、説明はこうだ。「その子は食べようともしないで、法くばかりでした。イI:

方がなく i（！めてやりましたJo彼女を述れて帰るようにと何！日！か仰いを彼交の実家にやった

が、誰も来ないっ在、は校、古：に古ったり私たちが彼女を述れて帰らせましようと η 彼v；は'Hiiっ
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た。しかし、また、猫のように戻っているに

4 JcJ 1 r iから新学年が始まりました。願書：の提出日に訪れた人々の群れを見てくださった

らよかったのに。 xJlや保護者に述れられてきた女の子たちは騒ぎ立てました。彼kらは、み

なが入学できないのではないかと恐れていたが、その通りでした0 ・・・・・・私たちは－ff!)の寄宿

舎1p込者？を断らなければなりませんでしたが、通学生は、始矧した若し k女性をl徐き、ほぽ受

け入れることにしました。結婚した若い女性はこう言いながら涙で入学の計二可を願っていま

した。「私の主人は、在、が1i1Jか学んで来ないと、在、を ：）｛~i てると古っております（当時、近代

教育を受けた男子の方から、安に新教育を受けるよう促した例もある一筆者）」。－－－－－－受験生

は264人。新入生は135人。この数字は、この学校に何も障害がなかったならば、どれほど

！？ーい速度で成長したことかを示しています0 ・・・・・・女の子らは入学を願っていますが、 もう音15

）宅がありませんに

このように厳しい入学関門を通り抜けスピアに入った女子生徒について、学籍簿（現在のスピ

アムー子高等学校に所j哉されている 172名の学籍簿）を分析し、彼女ーたちの家庭環境、宗教、入学

！日J の学歴、卒業後の進路を ~lてみよう。まず、彼女らの父母の職業は、農業 66 人、商業27 入、

教会関係者（牧師、伝送liHi)17人、事務員6入、医療関係（医者、医者助手、渓医） 5人、官吏2

人の他、 i：業、水夜業、建設業、言論人、技術者がそれぞれ1入、不l:l;:j （日民主なし）が44人であっ

たぺ多くの生徒は民業従事の家庭出身であったが、比較的に様々な家庭環境からスピアヘ集まっ

て来たことが分かる。

次に、生徒の宗教をみると、キリスト教81人、仏教3人、信教1人、不明あるいは紫宗教87人

で、あった。やはり多くの生徒はキリスト教信徒で、あったが、他宗教や無宗教の生徒も Cl1t11こスピ

アで学んだことが分かる。スピア女学校が地J或の有力な私立学校としても機能していたことが確

認とれる。

つづいて、スピア女学校入学前の学涯を見てみよう。スピア女学校普通科卒業53人、同教派ミッ

ション初等学校（スピア以外）卒業21入、 i司教派ミッション初等学校卒業.I司教派ミッション友

学校からの編入37入、公立普通学校卒業・向教派ミッション女学校からの編入3入、公一立

校卒業43人、その他15人で、公立学校の経験を持つ生徒は、全体の約27%に過ぎなかった。ミ y

ションスクールは、公教育に；Jf／.ぶ eつの独立した教育i!JIJ度として地域社会に根をおろしていたこ

とが分かる。

以後に、卒業後の進路（表1)について、朝鮮内 i二級学校へ進学した人は26入、日本の上級学校

(l1iJ教派ミッションスクール）へ官学した人は12入、就職した人は19人で、あった。進路不明（:1）！日己

紋）の卒業生 015人）は、家事従事もしくはあ！；賂と見倣して去し支えないだろうっこのような卒業

中の進路の結決から、 li1'Jミツシヨンの久A 一j

第ゐに、スピア久企d 校メ下業／！：のうち、 i：級学校への進学名ーは、ほとんどミ y ション系学佼へ進
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（表1）スピア女学校卒業生の進路

就職 教員（ミッション系初等学校）

病院看護婦

i~Hヨ：

その他（内容不明）

尺
U

一A
q

合計

んだ。上で言及した通り、公立学校を出てミッションスクールに入るケースは少なかったが、そ

れ以 Li二、ミッションスクールを出て公立上級学校へ進む例は稀だった。初鮮において公立教育

とミッション教育は、やはり分離・独立した形で存在：していたと言えよう九

第二に、スピア女学校卒業生のうち、 12人がii本留学を行い、全員が！日j教派i二！本ミ y ション

の金城高等女学校5学生（スピア女学校は修学年限4'.i！三の学校だったので）に編入した。 1889'.ijミ

に設置された金城女学校は、 1903年に普通科4年、高等科3年の7ijミi深校の 1j-t 等教育機関として

発展し、女子専門学校へと跳躍する踏み台を築いた。 1914年には本科4年、ネ111~~1 科 1 {j三、高等科

3年として学日ljが改正された。 1915年には指定学校となり、本科卒業生は修学年限4ir：：の高等女
学校卒業者と同等の学力が；有すると認められた。 1903年以来、高等科，あるいは専攻科を設け、生

徒に高等教育の機会を与えてきたが、いよいよ 1927年に金城女子専門学校として認可‘された。

金城 ；~！1）等女学校と IWJ専門学校には、スピア女学校卒業生を含め、 i;U]f(l.'f：入学生49人（氏名が重

複する 3人の延べ人数）が官学した（全域高等女学校34人、同専111!'1：校15人）。そのうち、 40人

がミ y ションスクール出身（｜司教派ミ y ションスクール出身24入、 f也教派ミッションスクール

出身16人）だったっ全域i¥";j等久子：校をIllた34人のうち、 3人がi可専門課程に進んだが、成りの31

人は、卒業後そのまま帰国したのか、他の女子専門学校に進学したのかはわからなし」いずれに

せよ、全域高等女学校とi可専IllJ -'j~：校は、米 i五lrH長老教会が京アジアに開設した段も優れた女：f教

育機｜主！として ilUJ 鮮入学＇＊－の他、 fj(,!)J から l 人、 11:1~））十｜から 4 人カf官f ~］どしており、 fむ j自主主からのすl

ーLの受け入れにととのような対策ーがあったかはともかく、地域を超えて民1mされた同教派の女f教

育の－－11<JrHi！をJtlることができょう’Io

( 16) 
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第三に、スピアk学校を出て←i二級学校に進学したり、社会にIHて働いたりした卒業生は、全体

の約33%で、多くの卒業生は家庭に入った。これは、婦人宣教師がクリスチャンホームを形成

する主婦・母・安になるための女子教育を；重んずる一方、他方では一部の女性を地域社会や教会

のリーダーに育て上げようとしたように、彼友らの女子教育理念通りの結果であったともいえよ

つ。

このような成果に対して、婦人宣教師は、次のように評価した。改善された新しいタイプの

婦、教会の働き手、そして教師として活臨している卒業生の様子を誇らしげに語りながら、ミッ

ションの女子教育は、地域の1j:1で受け入れられ、着実に定着され、よい結果をHJしているという。

教nmの A人が次のように言いました。「小さくおどおどした女の子が、スピアで、人々を

くリーダーとなるべく立派なクリスチャンウーマンへと成長している。卒業生の一部は教

nmとしてスピアに戻り、生徒i時代に彼女ら自身が習得した理想、を、女の子たちに｛云えているo

f也は結的？して、クリスチャンホームを作っている。こうした家庭は｛也の家！庭とはまったく

なるものだ。呉教徒地における真のクリスチャンホームは、 11音閣のなかの一条の灯りのよう

なものだ」と I!o 

交学校卒業生のうちのかなりの人数が、私たちステーションのミッションスクールや、村々

の教会学校の民夜部で教nmとして有能に働いている。また一部はクリスチャン者護婦として

たlc'j:IJである。二人が聖書の救出11になるために訓練を受けているし、来たる春にはバイブルス

クールを卒業する予定である。しかし、特に朝鮮では、真の女性の領域は家庭で、あり、私た

ちの生徒たちは、クリスチャンの妻と母親としてイエスの立派な証言者になっている。少な

からぬ人数が救出liと結婚しており、彼女らは家庭だけではなく学校においても夫の真の内助

者として評倒を受けている。－－－－－－教育を受けた若い男性と教会リーダーたちは、結婚しよう

とする際にスピア女学校の生徒を妻として迎え入れようとしているし、その要請が多くて、

提供できる人数で、は間に合わないほどである。彼らのホームの清潔さ、育児やi司志的な夫婦

関係において、私たちのミッションスクールを出たクリスチャン

に家とホームのj主いを示している no

しカ、し、焔j人：古教nwのム－子－教育に対令して女A子－丹

は、？！！ほII蒙i床な人々

[Iをi邑さす、、彼久－1'1」守の考えをi!H::fご妥l'l句に9JJることので、きる資半：！，はあまりなし＇ o f皮女Aたちの多く｛土、

はじめて接する婦人宣教r:i1iの教育制や虫ごl't観から多くのことを学び、影響を受けたことは関連い

ないにせよ、彼女（I身の悦点から婦人宣教師の教育や考えを捉えなおして行動するなど、ミッショ

ン教育に対ーする久子1＋＿従の見方や応答に多様性があったと忠われる。

例えは＼卒業生、 V'/111~経（1931 ijミスピア女学校中等科卒業）によれば、卒業当時、彼女はルー

ト校長から、「名111）送金城k学校へ行って学び、またスピアに反って、生徒を教えてもらいたい」

という誘いを受けたが、｛皮 ！；＿；は II 本に対ーする敵’I~＇.~心が強く il本の空気をi吸うことさえ自分に許せ
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ず、日本行きを！fl＼・り、地域の教会運営の初等学校の教nmに就いた＇＼ ・lo もちろん、彼女が婦人宣教

師の導き通りに行動しなかったとはいえ、その教えを根本i’I~ に受け入れなかったことではなく、

少なくとも彼女は、 [l本認識に関しては宣教出Iiらと距離をi置き、官学問題に関しでもその日本に

対する感情を最優先的に考忠したと忠われる。こうした宣教師と生徒！日｝にあり得た認識のずれが

最も露わになったのは、十!I咋j：参拝をめぐる意見対立で、あったが、以下、この問題を取り Lげ、る。

第3節 スピア女学校と神社参拝問題

朝鮮人は宣教nmに協力！？せであり、伝送活動はどの国より成果が大きかった。キリスト教文明が

朝鮮にもたらす影響に対しでも肯定！？せな見方をした。しかしながら、朝鮮人にとって教育は民衆

を啓蒙し民族を一新する希望であり、立身LUI止の大きな機会でもあったので、学校教育に対する

朝鮮人の忠＼.，＞と、全民族を改心させ、キリスト教文明圏へと導くという宣教！＇ :iiiの思いにはゴIEPJH：が

あった。上記に分析したとおり、女子教育に対する宣教niliの怠識や意欲、生徒の哲郎、 j出j或住民

の期待や共感など、いかにも三拍子揃ったかのようなミッション女子教育で、あったが、 n：教i'llli、

朝鮮人教師、生徒、地域社会、当局それぞれの忠し1や利害関係の追いが存在しており、それが、

1937 -1j三、ネljl社参拝問題をめぐって明らかになった。以下、それぞれの立場について具体的にみ

ていく。

1936 年に入って神社参拝を ti~否する学校は開校を命ずるという全局の方針がおi まったい。 l1iJ

ミッションは、海外伝道局幹事フルトン（C.D. Fulton）に該当問題の解決案を要請したり 1937年

2月、米朝した彼は、学校の存続を訴える生徒や住民に、「私たちは朝鮮総怪JHに忠誠をはくし

たいと願うが、クリスチャン機関として学校を続けながら、総督府の要求に妥協すること、これ

らは私たちにとって不i可能である。したがって、！？予かに教育事業から千を引くことがi言菩である」

とし、「！拐鮮における学校に関するブ5・JI-J Iりを決定した。この方針により、同ミッション学校は先

ず新入生をとらないこと、在籍企ミを卒業させるため学校を続けるが、十lj！社参拝に関する当局の指

示・；通達がおりた場合、直ちに学校を閉鎖するという対応が決まった。以ードは、それに反対した

スピア女学校生徒の騒乱事件を目撃した宣教!'liliの報告で、ある 170 
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スピアの生徒たちは、ノj、規模のストライキを1i1JIn! か）包こしたり、宣教 r＠のJ受業を il~i~ した

りして、 ミッションの学校1'!11}l~ に反対する意見去i貯をしてきたカ人フルトン iji'i~ 司Lの学校閉鎖

方針の発表を開き、全生徒は反対示！戒に突入した。ルート校長の辞任を要求して校長を礼拝

室に監禁した。生徒カf次々に前に一立ってj京説し、校長の答えを安〉！としたカ人校長は－！hつitfな

顔で沈黙しつづけた。 13人の教師のうち、ただ一一人の久子夫fiiliが校長を支えたり IUトんでいる

生徒らに対しこの教ninは、「i祁かにしなさしづと三った。生徒たちはより一大きい戸で、「私た

ちがあなたも軽蔑していることが分からないんですかJと三った。 j自主主のjJ｝二年リーダーたち

は、生徒らと接触し、＇ff.~主について話し合ったヮこの人たちの桁ノj（のドで11：従たちは到J し 1 て

111-



いるようだ。この青年たちは、 3人の朝鮮人男子教師と誌討をし、校長の辞任を求め、ミッショ

ンから学校を奪い、 l~I 分らで運営しようと計画を立てているようだった。生徒の騒援で警察

が学校に入った。宣教師は、最初は警察の介入を綜賭した。朝鮮人からより強い敵係心をも

たれる恐れがあったからだった。ある宣教師が、警察に保護の安i請ができるかと聞いた。

祭は、｜イ11Jの保護だ」と言葉をかえしたO 「生命やn1-!ftの保護だJ。警察は答えなかった。

教師は！？討し 1た。「あなたたちカf保護してくれますか。あるいは私たちカfアメリカ領ヨ王に電報

を打ったほうがしミいですか」。警察は答えた。「夜々にこの問題を任せろ。私たちが処理する。

あなたたちも分かるように、この問題は複雑だ。当局は、朝鮮人を刺激したくもないし、！｝Ij

i際問題を起こしたくもないのだj。当局は、 i計十かに学校閉鎖が行われるよう、できるだけの

協力をすることを約束した。地域青年たちの集まりを警察は禁止した。朝鮮人にとって学校

は大きな意味を持つので、私たちは問題にぶつかることは予想していた。しかし、このよう

な事作ニカ｛j~ こるとは夢にも見なかった。もし私たちの学校がi羽鎖されれば、数千人の子ども

たちには、もう教育の機会がなし＇ o 彼らは数ヵ月 1111だけでも学校を続けて欲しいと願ってい

る。これはJJJ(t!ljの問題である。しかし東洋人は原V!IJを理解しなし＇ o 彼らは方便だけだ七

以上の字Iif1；には、宣教r＠、朝鮮人教nm、生徒、地域社会、当局それぞれの立場や見方が示され

ている。まず、買教nmは、！お］f¥1.'f：人にとっての学校の意味を理解していたが、信仰1・教理の厳守を

以優先とした。それは1932年、子Jjl社参打が奨励された「児章生徒の校外生活指導に関する文部

省Wll令Jに対し瓜Heを見せなかった！日j教派日本ミッションに比べ、強硬な対応であった。同ミッ

ションは、、11局の教育政策に対し反携し、それゆえに教育に対ーする朝鮮人の熱望を排斥せざるを

えない立場になっても仕hがないという。また、宣教師は、学校閉鎖問題でひびが入った朝鮮人

とのf言頼限j係を WI!復する諜JtTI より、宣教師の安玉三保証を当 JY-ri の l古H~ とした。しかし、朝鮮におけ

るすべての伝道事業に障害が生じる最悪の事態は望まなかった。

そのJxHii、生徒・i；りj鮮人－地域社会は、宗教的な信念より、学校の維持が最大に重要だったので、

神社参拝はしてもいいと考えた。もちろん生従は、教育に関する宣教nmの認識をすべて否定した

り、ネljl ネ今 i：参 J~I：を通じて）己 l'.!q ｝よ〔笠1 を 1'fi'（え｛す今けようとする ijijjff,l.'f:

たわけで、J土なカ、つたa ~L：従がMより主安視したのは、絞けて教育を受けることだったので、；ljl 社

参ilはただそれほどll:J題視しなかったのであろう。地Jli支有志はミッション学校の所有・経営権を

移転させ、地域の私心：学校として継続させる意志を持っていた。生徒もそのH案に協力する）l'l

があった。また、朝鮮人教！＇： iiiは笠教nmに賛同する立場ーと、生徒・地域社会に賛同する立場に分か

れていた。しかし、宗教的信念を長優先する教nwは少数派で、あった。

、1'ihiJ は、総？守！｛J：の方針に辺らう穴教 !':Iii の行為は明ましくない治人 i；り）鮮人の騒乱やHe~義も事rm に

i出i上しなければならなかった。この点では立教i'iiliも当局も Hじ立j誌であったc 当局は、あまりに

も日教!':iiii!!IJに心：って、 1jUJ鮮人を刺激するのは避けなければ、ならないし、 1111！！.）＇に、 'i'Cifえnmの訴えに

ハ
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よってアメリカ領事が介入してくることで国際問題に飛び火するのもi坊がなければならないと判

断した。朝鮮人の騒乱を防止し、せめて宣教師が望まないん1苅（身辺安全！？！？題、学校所有権問題

など）へ事態が発展しないように宣教師側に協力した。

教育に対する生徒や地域住民の要求は受け入れられず、スピア女学校は1937ijC: 9月に開校と

なったもののへ全羅道地域の女子教育の振興のために、米田市長老教会朝鮮ミッションが来た

した役割は大きかった。なぜ、！司教派海外伝送局は、日本においてより槌氏地朝鮮において、よ

り厳しい信仰第一主義の立場をとったのか。それに対する在IlVj宣教nmおよび在日宣教nmの認識は

どうであったのか。宣教師と生徒・朝鮮人のIll］に生じた認識・立場のずれは、教i守問題の他に、

教会の役割、信仰解釈、日本統治や日本文化の浸透に対する認識などはどのように迷っていたの

か。こうした問題に対し、多面から検討を：重ねていくことが要される。

おわりに

アメリカ人宣教師は、朝鮮人の近代教育に莫大な貢献をしたが、とりわけ、高等教育と9:.F教

育に及ぼした役割は大きかった。米国南長老教会朝鮮ミッションは、 ミッションスクールのi町谷

教育機関化（社会啓蒙主義に傾倒する）を忌避した。それゆえ、宗教教育を；m：んずるだけではなく、
信仰違背になる総督府の教育方針に断出として反対し、教育事業からの撤退もやまなかった。し

かし、同ミッションのスクールは、 11音々裏に信仰を強要したり（クリスチャンの子どもに入寮の

特権を与えたりするなど）せず、非クリスチャンの子どもたちも多く入学させ、地域の私ι学校

としての役割も果たした。最後に、朝鮮におけるアメリカ・プロテスタント宣教師が実施した女

子教育の意義は何かを考えてみたい。

朝鮮におけるミッション女子教育は、朝鮮女性の地位の変化をもたらす起爆剤であったことは

言うまでもなし」それ以上に、婦人宣教師は朝鮮における近代的なジェンダ一規範の成立にかか

わった工ージェントだったと指摘しなければならない。近代的なジェンダ一規範には、地j或やIJ{j

家をILJ1わず、概ね次のような内容が共通している。すなわち、女は家庭、労は仕事という性別役

割分担によって、女の役割は家庭の担い手として新しく定義された。女は家庭の111で従来の従JlA

的な立場から脱皮して、家事・育児を科学的に行い、安（夫の友.，）守口VJWi-) • HJ: （子どもの教育者）・

主婦（家政の責任者）として家庭生活を担当しなければならないとされた。

朝鮮における近代的なジェンダ一規範は、日本と Pli~l，男性と女性という多様な勢力や立j誌の

ffJ J~の過程のなかで形成されたっアメリカ人立教師に代表される！珂洋文句］の｛云捕住民！IJIは、！；りJfN(:

における日本の政伝［的．：市：司ごf.(J包 6~ （下11 を；Zめつつも、丸今イヒ的なf裳；｛｝〉：を 11i め、 ［！本統；台 iての！；りi鮮女↑

のJ自11/:ザ1］上やジエンダ一規範の変化に：右今：与＆しようとし、安、 FJ：、 主婦としての女性の他、教r:i1iや

地域のリーダーなど、地域社会における新しい女性像を提案した。 II本はこのような穴教師の教

( 20) 
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育活動に flJIJ約を加えて牽f!JIJ しつつ、 1:=1 本支配ドにおける婦徳j函養の女子教育は、「箪 l~I の母」（天

皇のために命をささげることを恐れない子どもを育てる母）を養成する動員教育へと変質して

いった。その一方、朝鮮男性は、国家や民族の発展に有益なjヨ：（「民族の母J）としての女性像を

強i訴した。多くの女性知識人は、西洋における健全なホームや有能な主婦、日本の公教育で主張

される婦徳（良妻賢母）、そして「民族のほ」という認識を基本的には共有しつつも、｛同意識か

ら出発するジェンダ一意識も絞索していたへ

宣救出Iiは、朝鮮家庭の問題点を直視し、学校教育や伝道事業を通じて家庭や女性に関する新し

い考えや知識、価値観、生活様式を人々に植え付けていった。はじめに指摘したように、朝鮮で

1j:1等教育を受けた60%以上の女性は、宣教師のこのような教育から影響を受けており、その一

部iは！：＝I本へ、アメリカへと送られ、さらなる教育を受け、教師なと守：i；会のリーダーとして朝鮮に

反った。 19世紀末から、アメリカ人宣教師の活動によって普及していた家庭に関する意識やジェ

ンダ一規範は、刀、後、朝鮮人女性の活動の一つの大きな基盤となった。特に、ミッション女子教

育より輩出されたクリスチャン女性は、植民地時期以来、キリスト教女性運動を担い、文言打破

運動・禁酒運動・農村啓蒙運動（植民地時期）、公娼廃止運動（解放直後）、家族法改正運動・日

本人男性の妓生観光（買春観光）反対運動（1970、80年代）、！日日本軍慰安婦問題解決運動・環

境述動（90年代以来）を主導した。

アメリカ女性は束アジアそれぞれの宣教地で女子教育を施し、大きな功績を残したのは見てき

たとおりだが、その他、戦前の束アジアには、アメリカi;;;性による日本女子教育の発達、日本に

おけるミッションスクールまたは日本女性による束アジア女子教育という、もう一つの女子教育

の構造・図式が出来上がっていたという点を指摘しておきたしE。進んで東洋諸国の女子を導くの

は「！本の女子の責任であり、それがまた米国宣教師の恩誼に報しミる道であるとの認識が、すでに

1910年代の日本に現れていたように＼西洋を東洋（日本）の車1l1とし、そして日本をアジアのili1J1

とする考えやシステムが女子教育においても存在していたと言えよう。
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